


























































































































































10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%















10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%


































































































































注： PISA（Programme for International Student Assessment）：OECD生徒の学習到達度調査、
2006年調査国際結果の要約は次のURLを参照
　　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku-chousa/sonota/071205/001.pdf
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アクティブラーニング（グループ学習）の経験に基づく学習タイプ
要　約
　本報は、小中高におけるグループ学習の実施状況や学習の仕方（グループ内の役割分担、学習のタイプや方
法など）を調査し、その結果を、今後、本学で教職を目指す学生の教育力（多様な教育方法を実践する力）の
向上を図る教育プログラムの開発資料として整理したものである。主な結果として、課題解決型と集約型のグ
ループ学習が多いことが分かった。交流型は上級学年になるにつれ若干増加するが、全体の10％を少し越える
程度であった。中学校から高等学校になるにつれ意見獲得型や理解深化型が少しずつ増えていることも分かっ
た。今後、これらの調査結果を踏まえ、特に、課題解決型、理解深化型、集約型のグループ学習に焦点を当て、
さらに、幅広い観点からグループ学習の形態を考察しデータを蓄積する。

